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【活動の基本情報】 
 参加学生数：11 名 
           （1 年生：5 名、3 年生：3 名、4 年生：3 名） 
 活動期間：2021 年 5 月～2024 年２月 
 担当教員：大浦由美、佐々木啓 
 

1．活動実施の経緯 

 龍神村地域は、県下でも有数の林業地であるが、田辺
市との合併以降、人口流出が続き、高齢化も進行してい

る。本地域の維持・発展のためには、地域随一の資源である森林資源の活用は不可欠であ
る。そこで、林業だけでなく、より多様な林産物や森林空間の活用等を含め、現場に学び、
「森林・林業を活かした地域将来ビジョン」の作成とその実現方策の検討・提案を目指し、
2021 年度から活動を開始した 
 

2．活動の内容 
(1) 林業・特用林産物に関する事前学習 （8/28） 
(2) 現地視察およびヒアリング（ 9/27-28、11/20、11/30） 
(3) 地域住民の方々を交えたワークショップ（1/20） 
(4)現地報告会、意見交換（2/4）：これまでの活動をまとめ、3 年間の集大成として報告す
る。 
上記以外にも、事後学修やミーティング、ワークショップや報告会の準備を行ってきたほ
か、本 LPP の活動は FM TANABE や紀伊民報等のメディアにも取り上げられた。 
 

3．活動を通じて 
 地元中高と地域産業の事業者、そして和歌山大学が連携した「地域塾」によって交流を
創出することが、龍神村の林業を次世代につなげていくことに寄与できるのではないかと
いう「地域塾構想」が龍神村の将来ビジョンとして提案された。また、本 LPP への参加が
契機となって和歌山県の林学職等に就職した学生もこれまでの 3 年間の活動の中で複数
名おり、活動を通して、現地に身を置き、林業・地域について知り・学んだことがこのよ
うな進路選択にも影響を与えたと考えられる。  

和歌山県田辺市龍神村地域 
「林業×地域」の再発見による 

地域将来ビジョンの策定とシナリオプランニング 
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4．成果ポスター 
 



2023年度 LPP合同活動報告会 実施報告 

 
和歌山県田辺市 
テーマ：「林業×地域」の再発見による地域将来ビジョンの策定とシナリオプランニング 
プログラムが今年で終了となる龍神 LPP では、今後の活動の形についての質問をいただきま
した。来年度以降の具体的な活動の形については明確に決まっていませんが、メンバーで話
し合った結果、龍神村の方々に提案させていただいた地域塾を実現させるために、プログラ
ムが終了した来年度以降も活動を続けていきたいと思っております。 
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